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実践的な人間参加型選好最適化法の構築とその理論保証 

 

 

 

 

  



 

 

研究成果の概要 

本年度は、本研究提案の基礎となる選好ベイズ最適化法の改善および複数評価者がいる場合

への拡張について検討を行った。基礎的選好ベイズ最適化法の検討については数値実験を行

い、高い最適化・計算効率を確認することができた。複数評価者がいる場合への拡張について

は、数理的な定式化を終えた。評価者の途中追加などが可能となる柔軟な定式化をもとに、実践

的に有効な選好ベイズ最適化法の構築を目指している。また、選好ベイズ最適化法の理論解析に

ついても検討を行ったが、数理的なハードルが存在し、今後さらに検討を重ねることとした。最後

に、選好を用いた多目的ベイズ最適化法に関する共著論文が採択された。 
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